
※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、５兆３，００４億円（総会計）

　※平成２２年度から平成２７年度は最終予算額、平成２８年度は９月補正（第２号）後現計の累計

うち 震災対応分 604,952 497,465 11,013 508,478 84.1

計（総会計） 1,811,200 1,703,231 18,642 1,721,873 95.1

うち 震災対応分 223 86 86 38.3

公 営 企 業 会 計 30,659 28,373 28,373 92.5

うち 震災対応分 761 659 369 1,028 135.1

準公 営 企業 会計 19,528 17,697 408 18,105 92.7

うち 震災対応分 351 10,182 10,182 2,898.3

特 別 会 計 307,344 278,635 278,635 90.7

96.1

うち 震災対応分 603,616 486,539 10,644 497,183 82.4

補正後予算額 B

一 般 会 計 1,453,670 1,378,525 18,233 1,396,759

　今回の補正予算は、水産加工業の人材確保のための従業員宿舎整備への助成や三陸縦貫

自動車道等の道路整備、工事用車両の往来に伴い損傷した道路の舗装補修に要する経費の

ほか、沿岸部への観光誘客の促進や応急仮設住宅の有効活用など、東日本大震災からの復

旧・復興経費を予算化

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成２７年度
９月現計予算額

 A

平成２８年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100６月現計予算額 今回補正額

○ 　また、洋上風力発電の導入推進に向けた調査や昨年の関東・東北豪雨災害の復旧経費を

はじめとした国の内示等に伴う公共事業、待機児童の解消に向けた保育所整備への助成な

ど、６月補正予算編成後に具体化した施策に係る経費を予算化

○ このほか、地域医療介護総合確保基金の造成費とこれを財源とする各種事業費や障害者

支援施設、警察官待機宿舎及び県立高等学校の建替に係る調査・設計等に要する経費を予

算化

平成２８年度９月補正予算（第２号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方
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